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六
月
の「
は
な
や
ま
環
境
美
化
月
間
」で
は
、自
治
会
や
町
内
会
、塙
山
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
参
加
し
て
、地
域
内
の
清
掃
活
動
を
行
い
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
植
え
に
参
加
す
る
な
ど
、
多
く
の
人
の
協
力
で
環
境
美
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
人
の
往
来
が
多
い
「
塙
山
通
り
」
や
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
通
り
」
は
毎
月
第
二
水
曜
日
、
当
会
の
未
来
地
球
局

を
中
心
に
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
、
年
間
を
通
し
て
清
掃
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

 

五
月
十
七
日
（
土
）、
自
治
会
・
町

内
会
・
諸
団
体
代
表
と
当
会
か
ら
正

副
会
長
、
部
長
等
二
十
四
名
が
出
席

し
、
第
一
回
定
例
幹
事
会
を
開
催
。
自

治
会
等
の
代
表
者
か
ら
は
、
活
動
状

況
等
の
報
告
や
役
員
の
担
い
手
が
い

な
い
等
の
課
題
を
報
告
、
塙
山
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
は
、
地
域
・
学
校
等
と
の
連

携
や
児
童
数
の
減
少
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

五
月
三
十
一
日
（
土
）、
塙
山
交

流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
、
再
生
資

源
集
積
所
説
明
会
に
再
生
資
源
当
番

代
表
者
と
当
会
の
役
員
・
部
員
な
ど

三
十
九
名
が
参
加
。
日
立
市
廃
棄
物

減
量
推
進
課
か
ら
開
始
時
期
や
利
用

方
法
変
更
な
ど
、
詳
し
い
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
詳
細
は
六
月
二
十
日
号

の
ひ
た
ち
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

※
分
別
袋
を
利
用
し
な
い
布
類
・
新

聞
な
ど
の
出
し
方
の
変
更
な
し

　

十
月
か
ら

五
月
十
四
日
（
水
）、
塙
山
小
、
塙

山
小
交
通
・
生
活
委
員
会
、
当
会
の

正
副
会
長
、
土
木
委
員
等
で
学
区
内

通
学
路
の
危
険
箇
所
点
検
を
実
施
し

ま
し
た
。

現
地
確
認
に
先
立
ち
塙
山
交
流
セ

ン
タ
ー
で
、
各
地
区
の
交
通
・
生
活

委
員
か
ら
の
要
望
を
確
認
し
、
塙
山

小
か
ら
金
沢
一
丁
目
ま
で
の
三
箇
所
と

点
検
中
に
危
険
と
思
わ
れ
る
箇
所
の

五
月
十
四
日
（
水
）
塙
山
交
流
セ

ン
タ
ー
で
、
第
四
回
金
沢
・
大
沼
・
塙

山
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催
、
十
二
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

大
沼
学
区
か
ら
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー

内
に
子
ど
も
た
ち
の
勉
強
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
隣
接
す
る

体
育
館
で
ス
ポ
ー
ツ
か
る
た
大
会
や

音
楽
祭
の
開
催
、
学
区
住
民
が
児
童

の
下
校
時
に
、
屋
外
に
出
て
見
守
り

活
動
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

金
沢
学
区
で
は
、
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
会
員
募
集
を
行
っ
て
お
り
、
利
用

率
は
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
事
業
性

の
検
討
を
含
め
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
へ
の
接
続
を

検
討
し
て
い
る
。

塙
山
学
区
で
は
、
四
月
二
十
九
日

に
は
な
や
ま
春
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
。
河

原
子
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
な
ど
、
多

く
の
住
民
や
子
ど
も
た
ち
が
来
場
し
、

楽
し
く
笑
顔
が
多
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
共
通
テ
ー
マ
の
ま
ち
の
コ

イ
ン
で
は
ス
ポ
ッ
ト
探
し
や
付
与
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
十
七
日
（
土
）、
第
二
回
塙

山
さ
ん
さ
ん
秋
祭
り
開
催
に
向
け
て
、

実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
十
月
二
十
五
日
（
土
）

に
秋
祭
り
を
開
催
。
会
場
は
、
天
候

に
左
右
さ
れ
な
い
塙
山
小
体
育
館
に

な
り
ま
し
た
。

催
事
内
容
の
詳
細
は
、
七
月
の
実

行
委
員
会
で
決
定
し
て
い
き
ま
す
が
、

前
回
同
様
、
遊
び
の
広
場
、
食
の
広
場
、

イ
ベ
ン
ト
広
場
、
小
さ
な
花
火
大
会

（
雨
天
中
止
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
づ
く
り
と

地
域
住
民
が
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
く
交

流
で
き
る
場
に
し
て
い
き
た
い
と
実

行
委
員
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

　

六
月
八
日
（
日
）
に
は
、
ゴ
ー
ヤ
ー

の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
用
ネ
ッ
ト
張

り
を
未
来
地
球
局
と
ま
ち
づ
く
り
応

援
隊
で
実
施
。
六
月
九
日
（
月
）
に
、

わ
く
わ
く
広
場
の
一
年
生
が
ゴ
ー
ヤ
ー

苗
を
植
え
付
け
ま
し
た
。
暑
い
夏
も

元
気
に
育
つ
よ
う
水
や
り
も
頑
張
り

ま
す
。

親子で通学路をきれいに清掃

ハナミズキ通りが花でいっぱいに

道路に覆いかぶさっている樹木 自治会・町内会代表者と活発な意見交換

現
場
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

金
沢
町
一
丁
目
に
至
る
通
学

路
の
車
道
外
側
線
が
薄
く
な
っ

て
お
り
、
通
学
時
に
危
険
性
が

危
惧
さ
れ
る
。
ま
た
、
金
沢
町

一
丁
目
の
Ｔ
字
路
に
樹
木
の
枝
が

覆
い
被
さ
り
走
行
車
両
が
見
づ

ら
く
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
追
設
要

望
も
あ
り
、
学
校
か
ら
教
育
委

員
会
へ
の
要
望
項
目
と
当
会
か

ら
市
関
係
課
へ
の
要
望
事
項
毎

に
分
け
提
出
し
ま
す
。

員
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
今

年
度
は
、
は
な
や
ま
春
マ
ル
シ
ェ
に
初

参
加
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
も
楽
し

く
過
ご
せ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

当
会
か
ら
は
、
各
局
の
新
年
度
の

事
業
報
告
や
今
後
の
予
定
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。

幹
事
会
で
は
学
区
内
の
住
民
が
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
困
り
ご
と
や
課
題
を
一
緒

に
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

①
収
集
日
の
前
日
（
前
々
日
）
に　

　

市
が
専
用
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
。

②
看
板
（
木
札
）
廃
止
。

③
集
積
所
利
用
者
が
ボ
ッ
ク
ス
か
ら

　

必
要
な
分
別
袋
を
取
り
出
し
、
缶
・

　

ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
排
出
。

④
回
収
業
者
が
再
生
資
源
を
回
収
。

⑤
空
に
な
っ
た
分
別
袋
を
回
収
業
者

　

が
専
用
ボ
ッ
ク
ス
に
戻
す
。

⑥
専
用
ボ
ッ
ク
ス
を
市
が
回
収
す
る
。

※
再
生
資
源
集
積
所
略
図
は
塙
山
交

　

流
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
あ
り
ま
す

○
問
合
せ　

市
廃
棄
物
減
量
推
進
課

○
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
二
二
‐
三
一
一
一
（
内
五
四
七
）

ク
リ
ー
ン
塙
山
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
サ
ッ
カ
ー
・
野
球
）

の
団
員
と
指
導
者
・
保
護
者
が
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
通
り
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
ベ
ゴ
ニ

ア
を
植
え
ま
し
た
。

地
域
と
の
繋
が
り
を
深
め
る
毎
年

六
月
八
日
（
日
）
の
ク
リ
ー
ン
塙

山
デ
ー
は
、
自
治
会
・
町
内
会
の
地

域
清
掃
や
自
宅
前
道
路
な
ど
の
清
掃

の
ほ
か
、
塙
山
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
通
学

路
清
掃
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
区
の
交
通
・
生
活
委
員
を
中
心

に
通
学
路
に
生
い
茂
っ
た
草
を
親
子

で
除
草
、
捨
て
ら
れ
た
缶
・
ビ
ン
を
拾

い
集
め
、
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
回
収
場

所
に
は
地
域
の
も
の
も
含
め
、
六
十
二

袋
に
な
り
ま
し
た
。

恒
例
の
活
動
で
、
今
年
も
元
気
に
花

植
え
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

花
苗
の
植
え
付
け
に
先
立
っ
て
は
、

六
月
一
日
（
日
）
に
、
未
来
地
球
局
、

ま
ち
づ
く
り
応
援
隊
に
よ
っ
て
プ
ラ
ン

タ
ー
の
土
の
入
れ
替
え
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
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さ
ん
さ
ん
基
金

東
森
下
団
地

匿
名
希
望

現
在
高　
　

  

二
、〇
三
一
、三
六
八
円

1 人ひとりの児童にていねいな指導

会場は優しい口調の語りで穏やかな時間に

満開のバラをバックに記念撮影

初めて急須からお茶を注ぐ児童も

五
月
二
十
九
日
（
木
）、
三
年
生

の
書
写
（
毛
筆
）
の
授
業
に
地
域
か

ら
杉
江
静
江
さ
ん
、
鈴
木
明
子
さ
ん
、

日
下
礼
子
さ
ん
、
塩
野
輝
子
さ
ん
の

四
名
が
講
師
と
し
て
参
加
、
毛
筆
の

指
導
に
当
た
り
ま
し
た
。

道
具
の
置
き
方
や
書
く
と
き
の
姿

勢
を
確
認
、
正
し
い
筆
の
持
ち
方
を

教
わ
っ
た
後
、
横
画
「
一
二
」
の
始
筆
、

五
月
二
十
八
日
（
水
）、
塙
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
主
催
の
日
帰
り
バ

六
月
十
日
（
火
）、
〇
歳
か
ら
三
歳

児
（
未
就
園
児
）
の
十
四
組
の
親
子

で
令
和
七
年
度
子
育
て
マ
マ
楽
集
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昨
年
度
参

加
し
て
く
れ
た
親
子
六
組
が
今
年
度

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

開
講
式
で
は
、
当
会
の
石
井
謙
二

会
長
の
挨
拶
後
、
参
加
者
全
員
で
自

己
紹
介
を
し
、
親
子
毎
に
写
真
撮
影

を
し
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
し
て
恥

ず
か
し
が
っ
て
い
た
子
も
い
ま
し
た
が
、

自
由
時
間
に
は
楽
し
く
み
ん
な
で
遊

ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

五
月
二
十
二
日
の
木
曜
サ
ロ
ン
は
、

講
師
に
黒
澤
秀
子
さ
ん
（
石
名
坂
町
）

を
迎
え
、「
こ
と
ば
遊
び
」
を
開
催
。

言
い
に
く
い
有
名
人
の
名
前
を
読
む

滑
舌
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
名
文
ワ
ー
ク
で

は
、
伊
勢
物
語
の
第
九
段
、「
東
下
り

　

か
き
つ
ば
た
」
よ
り
、
名
文
「
か

ら
衣
～
旅
を
し
ぞ
思
う
」
を
題
材
に

し
た
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
「
古
事
記
」
で
は
、

五
月
二
十
一
日
（
水
）、
塙
山
交
流

セ
ン
タ
ー
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

鮎
川
さ
く
ら
館
の
職
員
三
名
に
よ
る
、

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」
が
行
わ

れ
二
十
四
名
が
受
講
。
認
知
症
の
原

因
や
種
類
、
予
防
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

五
月
二
十
八
日
（
水
）、
令
和
七
年

度
の
ク
ラ
ブ
活
動
支
援
が
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
昨
年
ま
で
の
野

外
活
動
、
手
芸
、
マ
ン
ガ
・
絵
画
（
絵

手
紙
）
ク
ラ
ブ
の
支
援
の
他
に
、
新

た
に
科
学
ク
ラ
ブ
も
応
援
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

科
学
ク
ラ
ブ
で
は
、
ス
ラ
イ
ム
作

り
と
次
回
の
実
験
内
容
を
決
め
、
地

域
か
ら
國
府
田
克
彦
さ
ん
が
応
援
、

野
外
活
動
ク
ラ
ブ
は
紙
ブ
ー
メ
ラ
ン

作
り
、
西
原
功
さ
ん
、
手
塚
一
雄
さ
ん
、

山
下
啓
二
が
昨
年
度
よ
り
継
続
し
て

五
月
二
十
九
日
（
木
）、
初
理
実
習

を
行
っ
た
五
年
生
。
六
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
担
任
の
木
村
先
生
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
使
い
方

を
実
習
、
お
湯
を
沸
か
し
、
お
茶
を

い
れ
ま
し
た
。

「
心
を
ひ
と
つ
に　

限
界
突
破
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
五
月
二
十
四
日
（
土
）、

塙
山
小
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

演
技
九
種
目
は
全
て
二
学
年
合
同
、

最
終
種
目
の
大
玉
転
が
し
は
全
学
年

で
力
を
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
低

成
立
ち
や
神
話
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
日
本

神
話
）
な
ど
の
話
を
参
加
者
は
興
味

深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。「
ス
サ
ノ
オ

ノ
ミ
コ
ト
の
伝
説
」
で
は
、
皇
室
に
伝

わ
る
三
種
の
神
器
や
ス
サ
ノ
オ
の
名
前

か
ら
由
来
し
て
い
る
言
葉
が
あ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

最
後
は
、「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
を

歌
い
、
参
加
者
か
ら
は
「
伊
勢
に
行
っ

て
み
た
く
な
る
よ
う
な
、
楽
し
い
講
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
話

し
て
い
ま
し
た
。

ス
ツ
ア
ー
を
実
施
。
ス
タ
ッ
フ
を
含
め

三
十
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
京
成
バ
ラ
園
で
は
、

色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
が
見
頃
を
迎
え
、

参
加
者
は
写
真
を
撮
っ
た
り
香
り
を

楽
し
ん
だ
り
、
思
い
思
い
に
過
ご
し
ま

し
た
。
昼
食
は
ヒ
ル
ト
ン
東
京
ベ
イ
で

の
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
。
和
洋
中
の
豪

華
な
料
理
に
、
会
話
も
弾
み
ま
し
た
。

午
後
は
戸
定
邸
・
戸
定
歴
史
館
を

見
学
。
現
地
ガ
イ
ド
の
丁
寧
な
解
説

を
受
け
な
が
ら
、
幕
末
か
ら
明
治
に

か
け
て
の
歴
史
に
ふ
れ
る
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

職
員
に
よ
る
認
知
症
の
人
と
そ
の

家
族
の
寸
劇
で
は
、
対
処
法
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
最
後
に
、
脳
の
活
性

化
が
認
知
症
予
防
に
つ
な
が
る
と
い

う
、「
笑
い
ヨ
ガ
」
を
行
い
ま
し
た
。

認
知
症
の
特
性
や
症
状
を
知
る
こ

と
で
、
認
知
症
へ
の
誤
解
や
偏
見
を
な

く
し
、
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

送
筆
、
終
筆
と
筆
の
運
び
に
つ
い
て
説

明
を
聞
き
練
習
開
始
。
講
師
の
先
生

に
手
を
取
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
真
っ

白
な
半
紙
に
の
び
の
び
と
し
た
元
気

な
「
一
二
」
が
書
け
ま
し
た
。
緊
張
し

な
が
ら
も
楽
し
く
取
り
組
む
姿
が
見

ら
れ
、
片
付
け
も
時
間
内
に
終
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

応
援
、
村
田
敬
子
さ
ん
、
鈴
木
美
幸

さ
ん
、
清
野
美
幸
さ
ん
が
指
導
す
る

の
は
手
芸
ク
ラ
ブ
。
フ
ェ
ル
ト
で
ハ
ー

ト
の
小
物
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
点
火
は
緊
張
し
な

が
ら
一
人
ひ
と
り
体
験
。
人
数
分
の
お

湯
を
沸
か
し
、
計
っ
た
茶
葉
を
急
須

に
入
れ
、
数
分
お
い
て
か
ら
湯
呑
に
注

ぎ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
い
れ
た
お
茶

は
格
別
の
味
で
し
た
。

六
月
十
日
（
火
）
は
、
茹
で
る
調

理
で
青
菜
の
お
ひ
た
し
作
り
、
包
丁
の

取
り
扱
い
も
上
手
に
で
き
て
い
ま
し
た
。

こ
の
実
習
に
は
、
地
域
か
ら
、
西

村
ミ
チ
江
さ
ん
、
上
岡
紀
子
さ
ん
、
友

部
祐
子
さ
ん
、
瀧
口
恵
子
さ
ん
、
大
谷

敦
子
さ
ん
、
瀬
ケ
沼
弘
美
さ
ん
、
青

山
公
子
さ
ん
、
清
野
美
幸
さ
ん
、
小

澤
聡
美
さ
ん
が
応
援
し
ま
し
た
。

学
年
の
可
愛
ら
し
い
ダ
ン
ス
に
中
・
高

学
年
の
力
強
い
舞
、
五・
六
年
生
の
ハ

イ
タ
ッ
チ
ダ
ン
ス
で
は
ア
ン
コ
ー
ル
も

出
た
ほ
ど
で
し
た
。
児
童
は
ど
の
種
目

も
全
力
で
演
技
し
、
輝
く
ば
か
り
の

笑
顔
。
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、
そ
れ
を

感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い
素
晴
ら
し
い
運

動
会
で
し
た
。

子
育
て
マ
マ
楽
集
会
で
は
、
こ
れ

か
ら
十
ヶ
月
、
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
や
、

マ
マ
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
季
節
に

合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
計
画
し

て
お
り
、
お
母
さ
ん
・
お
子
さ
ん
の
交

流
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。


